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『エゾシカ樹皮食害調査』の結果まとまる
～防除対策を進めていきます～ …ヅ，鰹'電＆
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当センターでは、平成９年より雌年知床のIiiil行１１；

1ﾌﾞﾘでエゾシカによる樹皮食害洲恋を行っています。

樹皮食害とはエゾシカが樹木の皮をはぎ取り食べ

てしまう被害で、樹皮を余凋食べられると樹木が枯

れてしまい、林漿被害の拡大や森林生態系のバラン

スが崩れるＩ１Ｉ能性もあり深刻な１１M題となっていま

す。

下表はイチイの食害推移をあらわしたものです。

平成１６年は新たに４４本のイチイが食轡を受け、

イチイ全体（７２４本）の８８％（６３７本)が食害

を受けました。内訳をみると食害を受け′|ﾐ存してい

るイチイは５２％（３７４本）、食害を受け111｢死し

たイチイは３６％（２６３本）となりました。

調査厩はイチイ林木過伝淡源保存林に指定されて
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鋼鍾1虹Iエイナイ杯水辺1蜜戯jDill雑｢F林に編定されて遡元の〃l与曽生と－ｉ瞥ﾊﾞｺ縛箸巻き藍した

いることから、イチイを樹皮食害から膿腿するため、平成１２年の秋に樹皮食害防除網をllMMifⅨ
1ﾉﾘのイチイ約１００本に巻き総過をみています。更に、１５１１三度から、Ｕ1｢ilf知床博物館と｣l《１，１１で
地元の小学'ｋと一緒に樹皮食祷l1lj除網を巻くイベントを突施し、被害の状況や森林の大切さを低
えています．網巻きをしたイチイは被害が肱ﾉこしていない状況にあり、これからもイベントなど
を通じ食鱒防除網を巻いていきたいと考えています。
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知床の森|:卜に．歩足を踏み人Ｊｈると、捨てられたゴミの111に'11辿うことがあります。斜'１４１１１｢で

は役珊に通報すると、時間をおかず産業廃棄物処地場などに搬入して通il2に処理してくれます。

しかしその処理行閥1には輿璽な税金が使われています。総てた人は、「''１分さえよければ」「見

つからなければ」との茂はかな潅えで行っているのでしょう。｜[|｢当局の〃々や私たちが凡つけた

ゴミはごく一部だと思われます。多くはＩｌｍｌ為ことなく、さびた|〕変質した(）して、＿'二｢'１などに砿

ってしまいます。ノ|<－つ取ってみても．人間は｣二水道施$没により一定jiLfMiを満たした水を飲むこ

とができますが、111に(こむ動物や'１k物などはきっと、変質したものとは気づかずにゴミ凋辺の沢

の〃<などを飲んだり吸収したりしているのでしょう。

イチイ食害発生推移(積算割合）

無
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ある会繊で、北ilij道の地〃121粭体の

慰鯏塞鮭囎鰯(':菱ｌｌｉﾂﾞミ
１７年腱中に実施栫定であると(Ｉｉ１いま

した。有料化と不法投棄の閃艇関係は

定かではありませんが、これ以上森林

が『便ｲﾘなゴミ捨て｣腓』にならないこ

とを|競っています。

さて、今年は知床にとってﾉ<変愈要

な年と荷えます。７川には、ｊ１１１床が世

界'11然辿龍に鴛鍬されるか岱かが、鑓

２９kjllu:界遺産霧１１会で瀞撤・決定さ

れます。

ＩＨＩたちは、鵬irili地の大部分を管､11綴

樹する砿BMの一風として、これまで以
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年

蝋する鵬BMの一旦として、これまで以地域の彗鞭に瀕し詰れる

上に地域の皆様〃とひざを交えて、「知センターでありたり)と考え麦す

床は今後どうあるべきか」などについて

論識していかなければならないと瀞えていますので、引き続き関係各位にはご指熱
りますようお願いいたします。

熱鶏<;鮒｣雌Ｗ'鰡蝋雛臓?鰯上ｉＩ
ツシヨンの会賜でお会いしましょう。 Ｉ 
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とのふれあい
利用適正化基本計画などを検討

親子木工体験』を開催
一今年度第２回知床国立公園利用適正化検討会議を開催一

１月１５１１（上）に「冬休み親ｒホエ体験」を開催

し、２６俗の親子の皆さんが参jⅡlしました。

小枝・小石・マツカサ・大小プレート・落ち蝋など

の自然の米材を使って、昆虫や動物、落ち葉のステン

ドグラスなど、それぞれ、自由に｣晶爽をこらした作品

を作りました。

参加瀞は、センターj剛員から１鳥作道具の取り扱い方

や作り〃などの説Ul濯受けた後、さっそく材料を進び

正作にはいりました。

参jJ11背のri:iには、Ｉｌｌれた手つきですぐ工作に取りか

かる子供や材料を見ながら何を作るか瀞えている親ｆ

もいましたが、灘かな発想で工夫をi朧らした作,Ｍ１を作

りあげていました。また、人気のゲームカードを参砦

に、親｣鳥で取り組む姿も見受けられました。

センター臓員も作り方を説明したり、‐j乙供やお離さ

んが持ってくる小枝を斜めや輪切りにしたり、７１:だく

の翫闘でした。

会場は、終始、楽しそうな話し声や笑い顔でなごや

かな券llW気に包まれ、ｌｉ１然の素ｲ;ｲを使い素晴らしい作

品を親ｒで作り、了供述は「冬休みの術題ができた」

と喜んで''１１１}っていきました。
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お母さんが尹筈添えてくれました

いるん毎毛の力lでき害しiＥ

ロ別■ 

一己】 弓

骸

刀
６

i響｛
新

~可ﾄ

菰Ｉｉｌ。
■ 

弓

規採用者の紹介用者の紹介

灘
。Ｉ。Ｉ

鯉Ｉ鯉Ｉ
ｂ 

、。

ｌ２Ｈ１１１１ＷｌけでlWiMil採川になりました瀧ル遊人ｊｌＩＩです。ｌ２Ｈ１１１１ＷｌけでlWiMil採川になりました瀧ル遊人ｊｌＩＩです。

1M身は下轆Ⅲしで、、lkilii道の嫌らしは初めてです。趣lMiは瓶や1M身は下轆Ⅲしで、、lkilii道の嫌らしは初めてです。趣lMiは瓶や

気臘 バイクに乗ることです雪索llilrらしい自然の獺る知床で過ごすのイクに乗ることです雪索llilrらしい自然の獺る知床で過ごすの

鑿
:､ で、いろいろな人と交流し熱い思いM｝を)作りたいです。，いろいろな人と交流し熱い思いM｝を)作りたいです。

鍾曇；蕊蔓 癒しくお願いします。癒しくお願いします。
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